
現場に寄り添った技術支援
千代田測器

平野　啓太郎氏

　弊社は、ＢＩＭデータと最新測量
技術を連携させることで新たなソリ
ューションを生み出し、建設現場に
おける生産性向上・品質管理の効率
化の実現に向けた提案を行ってい
る。
　各社の導入意欲を刺激し、３次元
データを作成するだけにとどまらな
い活用方法を模索することがわれわ
れの使命と捉えている。ことし４月
から社内に新たにサポートエンジニ
アリンググループを立ち上げた。こ
れまでの技術支援部署に代わり、提
案から活用・施工現場での技術的な

サポートをより
専門的に実施す
る。
　ＢＩＭ標準化に向けた命題とし
て、まずはＢＩＭそのものに対する
理解度を上げてもらうことにあると
感じている。今後も測器販売代理店
としての強みを生かして、現場に寄
り添った技術支援を展開していきた
い。 　（代表取締役）
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